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羅
針
盤
、
光
る

Vol.6

島の

キジバト

ゆりかご

◎
忌
明
寄
付

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

慶
　
　
弔

（
10
日
～
16
日
　
届
け
出
分
）

（
敬
称
略
）

《
俳
句　

島
を
詠
む　

5
月
④
》

葉
桜
や
漸
う
慣
る
ゝ
島
暮
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
良　

奈
々
月

　
幾
つ
も
の
離
島
か
ら
な
る
長
崎
県
、
去
る
者
が
あ

れ
ば
又
新
し
く
仲
間
入
り
す
る
人
達
も
多
い
で
す
。

ぎ
こ
ち
な
さ
残
る
四
月
を
過
ぎ
、
葉
桜
の
頃
に
な
る

と
少
し
ず
つ
壱
岐
の
日
々
に
慣
れ
る
は
ず
で
す
。
短

く
も
中
身
濃
く
、島
な
ら
で
は
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

入選句の発表

連日、多くの人が訪れた物産展

踊り子隊の新壱州おけさ

のぼる句碑まつり

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
山
川
恵
依
（
め
い
）
ち
ゃ
ん

／
敬
義
・
有
安
触

【
芦
辺
町
】

▽
寺
田
五
月
晴
（
め
い
せ
い
）

ち
ゃ
ん
／
恭
平
・
箱
崎
谷
江
触

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
原
田
正
義
さ
ん
（
66
）
麦
谷

触
▽
山
下
シ
ズ
ヱ
さ
ん
（
83
）

渡
良
東
触

【
勝
本
町
】

▽
佐
々
木
　
津
子
さ
ん
（
81
）

勝
本
浦
▽
長
尾
マ
シ
コ
さ
ん

（
91
）
新
城
西
触
▽
野
川
ヒ
デ

コ
さ
ん
（
97
）
大
久
保
触
▽
石

川
良
稔
さ
ん
（
55
）
本
宮
西
触

【
芦
辺
町
】

▽
川
崎
美
吉
さ
ん
（
76
）
芦
辺
浦

▽
郷
ノ
浦
町
若
松
触
、
平
田
一

行
（
亡
母
ハ
ツ
子
）
・
市
社
協

郷
ノ
浦
事
業
所
、
若
松
触
公
民

館
、
同
老
人
会
へ

▽
郷
ノ
浦
町
若
松
触
、
坂
口
哲

也
（
亡
母
満
枝
）
・
市
社
協
郷

ノ
浦
事
業
所
、
若
松
触
公
民

館
、
同
老
人
会
、
い
き
い
き
初

恵
会
へ

▽
郷
ノ
浦
町
片
原
触
、
長
嶋
武

（
亡
父
法
昌
）・
市
社
協
郷
ノ
浦

事
業
所
、
片
原
東
部
公
民
館
、

片
原
東
北
部
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
広
島
市
西
区
、
長
峰
順
二

（
亡
母
豊
子
）・
市
社
協
勝
本
事

業
所
、
同
郷
ノ
浦
事
業
所
、
片

原
北
部
公
民
館
、
同
老
人
ク
ラ

ブ
、
上
場
触
公
民
館
、
布
気
三

和
会
へ

▽
勝
本
町
東
触
、
石
井
耕
三
（
亡

妻
敏
子
）
・
市
社
協
勝
本
事
業

所
、
東
触
公
民
館
、
同
老
楽
ク

ラ
ブ
、
老
健
壱
岐
へ

▽
勝
本
町
片
山
触
、
下
篠
秀
樹

（
亡
父
利
一
）・
市
社
協
勝
本
事

業
所
、
片
山
触
公
民
館
、
同
老

人
ク
ラ
ブ
へ

▽
勝
本
町
仲
触
、
小
西
克
明
（
亡

父
敦
）・
市
社
協
勝
本
事
業
所
、

塩
谷
公
民
館
へ

▽
勝
本
町
坂
本
触
、
川
谷
芳
則

（
亡
父
武
市
）・
市
社
協
勝
本
事

業
所
へ

▽
勝
本
町
西
戸
触
、
植
村
正
臣

（
亡
妻
梅
香
）・
市
社
協
勝
本
事

業
所
、
西
戸
触
公
民
館
へ

入
団
式
と
研
修

文
化
ホ
ー
ル
で

市
交
通
少
年
団

５
月
は
手
作
り

市
民
バ
ザ
ー
ル

27
日
憩
い
ス
ペ
ー
ス

博多駅前で壱岐
観光物産展を開催

5 月 18 日から 20 日までの 3 日間

　
本
年
度
の
市
交
通
少
年
団
の

入
団
式
が
６
月
15
日
午
後
３
時

か
ら
、
郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー

ル
・
中
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

　
当
日
は
、
団
員
の
紹
介
や
役

員
の
任
命
、
団
旗
授
与
、
団
長

の
宣
誓
な
ど
あ
り
、
入
団
式
終

了
後
、
団
員
を
対
象
に
文
化

ホ
ー
ル
屋
外
広
場
で
集
合
研
修

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
５
月
の
市
民
共
有
憩
ス

ペ
ー
ス
が
27
日
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
、
郷
ノ
浦

町
、
文
化
ホ
ー
ル
・
１
０
６

号
室
Ｂ
で
開
か
れ
る
。

　
「
Ｗ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
手

作
り
市
民
バ
ザ
ー
ル
」
と

銘
打
ち
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
１
品
か
ら
で
も
出

店
で
き
、
展
示
だ
け
で
も

構
わ
な
い
。

　
問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し

く
は
同
ス
ペ
ー
ス
世
話
人

代
表
・
濱
裕
子
さ
ん
（
電

話
０
９
０
‐
５
０
２
４
‐

４
９
２
５
）
ま
で
。

石
田
町
で
離
れ
全
焼

　
18
日
午
後
６
時
20
分
頃
、
石

田
町
南
触
、
農
業
、
長
嶋
弘
幸

さ
ん
（
76
）
方
の
離
れ
か
ら
出

火
、
約
１
時
間
後
に
木
造
２
階

建
て
の
離
れ
１
棟
を
全
焼
し
て

鎮
火
し
た
。

　
壱
岐
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、

出
火
原
因
な
ど
調
査
中
で
、
消

火
活
動
中
に
長
嶋
さ
ん
が
火
傷

を
負
っ
た
。

　
今
年
も
い
よ
い
よ
夏
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
が
目
前
に

迫
っ
て
来
た
。

　
壱
岐
か
ら
最
も
身
近
な
観

光
玄
関
口
で
あ
る
福
岡
市
、

そ
の
中
で
も
全
国
各
地
よ
り

多
く
の
人
々
が
利
用
す
る
博

多
駅
の
博
多
口
駅
前
広
場

で
、
5
月
18
日
か
ら
20
日
ま

で
の
間
、
壱
岐
観
光
物
産
展

が
開
催
さ
れ
た
。

　
博
多
駅
と
言
え
ば
一
日
で

も
数
万
人
の
利
用
客
が
訪
れ

て
お
り
、
特
に
週
末
や
休
日
で

あ
れ
ば
さ
ら
に
多
く
の
利
用

客
や
観
光
客
が
通
過
す
る
。
こ

の
よ
う
な
条
件
下
で
、
観
光
PR

を
行
う
に
は
最
適
な
場
所
と

言
え
よ
う
。

　
開
催
当

日
か
ら
3

日
間
、
物

産
展
会
場

に
は
予
想

以
上
に
多

く
の
来
場

者
が
詰
め

か
け
、
壱

岐
を
代
表

す
る
特
産

品
と
し
て

壱

岐

牛
、

干
し
物
や

塩
辛
、
う

に
等
の
海

産
物
、
ま

た
試
飲
が

楽
し
め
る

壱
岐
焼
酎
の

コ
ー
ナ
ー
等

に
多
く
の
人

だ
か
り
が
出

来
て
い
た
。

さ
ら
に
一
日

に

３

～

5

回
、
会
場
前

の
広
場
で
は

踊
り
子
隊
に

よ
る
新
壱
州

お
け
さ
の
披

露
も
あ
り
、

響
き
渡
る
音

楽

と

踊

り

に
、
思
わ
ず

足
を
止
め
て

見
入
る
通
行

人
の
姿
も
多
く
見
受
け
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
３
０
０
０
円
以
上

購
入
し
た
人
に
は
空
く
じ
な

し
の
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
壱
岐
往
復
ペ
ア
宿
泊

券
や
壱
岐
特
産
の
商
品
等
が

当
選
者
の
手
に
渡
り
、
喜
び

の
声
を
上
げ
て
い
た
。

　
会
場
内
と
そ
の
周
辺
で

は
、
壱
岐
市
観
光
協
会
と
壱

岐
市
観
光
商
工
課
の
方
々
が

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り

続
け
、
関
係
者
一
同
、
壱
岐

を
盛
ん
に
PR
す
る
姿
に
壱
岐

観
光
へ
の
意
気
込
み
を
感
じ

た
3
日
間
で
あ
っ
た
。

黒
髪
を
昭
和
を
梳
い
た
母
の
黄
楊

壱
岐
川
柳
会
「
鬼
ヶ
島
柳
宴
」

　
壱
岐
川
柳
会
（
江
川
漣
会
長
）

の
２
０
１
２
「
壱
岐
鬼
ヶ
島
柳

宴
」
が
20
日
、
郷
ノ
浦
町
、
弁

天
荘
で
、
同
川
柳
会
の
会
員
は

じ
め
、
同
会
が
所
属
す
る
神
戸

市
の
「
ふ
あ
う
す
と
川
柳
社
」、

福
岡
、
長
崎
な
ど

か
ら
合
わ
せ
て
29

人
が
参
加
し
て
開

か
れ
た
。

　
同
会
の
柳
宴

は
例
年
正
月
に

行
わ
れ
て
き
た

が
、
今
年
か
ら

厳
寒
期
を
避
け
、

ゴ

ー

ル

デ

ン

ウ
ィ
ー
ク
明
け

の
日
曜
日
に
開

催
日
を
変
更
し
、

名
称
も
「
鬼
ヶ
島

柳
宴
」
と
し
て

開
催
さ
れ
、
弁

天
荘
前
で
の
「
の

ぼ
る
句
碑
ま
つ

り
」
な
ど
に
続

き
開
会
、
功
労

賞
が
故
松
原
一
楼
氏
、
紋
太
賞

受
賞
者
の
野
田
伸
吾
氏
に
そ
れ

ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
「
昭
和
」「
鬼
」「
た
っ
ぷ
り
」

「
喋
る
」「
道
」
を
宿
題
に
し
た

入
選
句
の
発
表
が
、
郷
ノ
浦
湾

が
見
渡
せ
る
会
場
で
行
わ
れ

た
後
、
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

＊
特
選
・
準
特
選
な
ど
次
号
に

掲
載
。

　
掌
の
中
に
羅
針
盤
ひ
と
つ
。

　
北
を
指
す
の
は
赤
い
針
、

南
を
指
す
の
は
白
い
針
。
赤

い
針
を
見
つ
め
て
い
れ
ば
勝

本
か
ら
北
へ
対
馬
、
釜
山
へ

と
。
想
い
は
海
峡
を
渡
っ
て

い
く
。
白
い
針
を
見
つ
め
て

い
れ
ば
南
へ
、
呼
子
、
平
戸
、

長
崎
さ
ら
に
鹿
児
島
、
沖
縄

へ
と
。
心
は
明
る
い
陽
ざ
し

の
中
を
飛
行
す
る
。

　
今
日
も
沖
縄
の
子
ど
も
達

が
基
地
の
騒
音
下
で
勉
強
を

し
て
い
る
頃
、
呼
子
か
ら
程
近

い
玄
海
町
で
も
子
ど
も
を
持

つ
親
達
が
原
発
の
課
題
と
向

き
合
っ
て
い
る
。

　
赤
い
針
と
白
い
針
。
北
と
南

を
指
し
な
が
ら
今
日
の
い
の
ち

を
見
つ
め
て
い
る
。

「
真
ん
中
は
ど
こ
を
さ
す
と
や

ろ
う
か
・
・
」

　
お
ば
あ
が
覗
き
込
む
。
ラ
ン

ド
セ
ル
を
下
ろ
し
た
子
ど
も
達

も
覗
き
こ
む
。
一
人
が
ニ
ッ
コ

リ
と
し
て
胸
に
手
を
当
て
る
。

羅
針
盤
の
針
の
中
心
は
自
分
か

も
し
れ
な
い
ね
。
き
っ
と
。

　
玄
海
原
発
か
ら
三
十
㎞
圏
内

の
島
に
生
き
て
い
る
わ
れ
ら
。

子
ど
も
達
の
澄
ん
だ
瞳
の
中
で

羅
針
盤
が
光
り
だ
す
。
針
の
先

に
あ
る
真
実
も
微
か
に
光
る
。


